
【国語科・６学年・「やまなし」・「イーハトーヴの夢】①

物語と作者についての資料を合わせて読み、資料と物語のつながりに気付き、作品や作者に対する自分の考

えを表すことができるようにする。

【ICTの活用ポイント】

・筆者についての解説動画などを参考資料として活用することで、説明文

の読み取りや作品とのつながりを考えやすくなる。

・語の情景や資料のまとめがしやすい。

・まとめたものを友達と共有でき、自分に生かしやすい。

・資料を蓄積しやすく、活用しやすい。

・作品や作者に対する自分の考えを書くとき、推敲しやすい。

・グループやクラス全体での話し合い場で、自分の考えが伝わりやすい。

事例の概要

育成を目指す資質・能力

③資料「イーハトーヴの夢」を活用して、宮沢賢治の生き方や考え、

また、自分の考えや感想などを学習支援ソフトでまとめる。

【事例におけるＩＣＴ活用の場面】

①「やまなし」の２つの情景を学習支援ソフトを活用して絵や図で表

し、提出されたものを大型提示装置で拡大提示し、クラス全体で共有

する。

【とらえる】
・「やまなし」の２枚の情景の様子を簡単な
絵や図で表す。
・「イーハトーヴの夢」を読んで、宮沢賢治
の生き方や考え方を知る。

【ふかめる】
・作者の独特な表現（言葉）に着目して２つ
の場面を対比し、感じたことや考えたこと
をまとめる。
・「やまなし」を題名にした理由を考える。

【まとめる】
・作者が作品にこめた思いについて考え、ど
のような点からそう考えたのかを明らかに
して、文章にまとめる。

【ひろげる】
・友達の書いた文章を読み、自分の考えと比
べて、感想を伝える。

②「やまなし」を題名にした理由について、学習支援ソフトの協働編

集機能を活用して記述し、友達と伝え合う。

作品の世界をとらえ、自分の考えを書こう



【国語科・６学年・「やまなし」「イーハトーヴの夢】②

【事例におけるICT活用の場面②】

【事例におけるICT活用の場面①】

「五月（かわせみ）」と「十二月（やまなし）」の川の様
子を本文の言葉から想像し、学習支援ソフトを活用し絵や
図で表した。川の色やカニの表情なども変えている。絵が
苦手な子もコピー・貼り付けの機能を活用していた。

「イーハトーヴの夢」を読んでから

データを蓄積できるの
で、考えの変化を比べ
やすい

個人のカード 全員のカードを表示

クラス全員のカ
ードを見ること
ができるので、
共有したり友達
の考えを参考に
したり、コメン
トを送ったりす
ることができる

【事例におけるICT活用の場面③】

資料『イーハトーヴの夢』を読
み、資料を活用して、宮沢賢治
の生涯や生き方・考え方を学習
支援ソフトでまとめる学習をし
た。

項目のみ示しておく

☆児童一人一

人が資料をよ
く読もうとし、
資料の活用の
仕方を自分で
考える力がつ
く

☆大事な言葉

や内容を選び、
要約する力が
つく

【活用した機能やソフト】デジタル教科書（動画資料）
学習支援ソフト、協働学習支援ソフト


